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平成１１年度第１回ＣＲＤセミナー 
日 時：2月 18 日（金）10:30－12:00 
場 所：室蘭工業大学地域共同研究開発センター2階創設 10 周年記念産学交流室 
総合テーマ：先端産業と電子機能材料 
テーマⅠ：新しい電子機能材料として注目される熱電材料 








                    CRD センター客員教授  稲川 郁夫 









日 時：3月 6日（月）10:00－12:00 
場 所：室蘭工業大学地域共同研究開発センター2階創設 10 周年記念産学交流室 
総合テーマ：電磁界の数値解析法とその電気電子機器の最適設計への応用に関する研究 
テーマⅠ：辺要素有限要素法による電磁界解析と電圧源の考慮法 
CRD センター客員教授 坪井 始 














                        
 
企業技術者、本学教職員､学生の皆様のご来聴をお願いいたします。 
第 12 回大学・企業技術交流会終わる 
平成 11 年 11 月 19 日(金)14 時よりシリーズⅢ「地域の生活環境」として、「環境関連産業の育成」をテ







懇親会が開かれ、講演者、参加者等との親睦を図った。参加者は 120 人であった。 
 






1 月 21 日(金)、22 日(土)の 2 日間、北海道技術・ビジネス交流会終わるパネル展示等を実施した。 
 
【運営委員会】 平成 11 年度第 10 回議事録（10･18） 







【運営委員会】平成 11 年度第 11 回議事録（11･29） 
議題 1. H11 年度民間等との共同研究について 
 区分B 新規2件の申請があり、審議の結果承認され
た。 















 区分 B新規 1件、分担 4件、区分 C新規１件 
2.H11年度受託研究 1件、継続 
 
【寄稿文】 
ハワイ語の記述的研究 
共通講座 塩谷亨 
 言語の記述的研究の目的は簡単に言うと、ある言
語の文法と辞書の編纂です。言語学の領域の中では
たいへん地味な領域ですが、言語の普遍性を追求す
る理論言語学、言語の歴史的変遷を研究する歴史言
語学等のような華やかな分野の発達は全て地道な言
語の記述的研究が基盤となっていると言えます。言
語の記述的研究は、いわゆる危機言語を対象とする
場合には別の意味合いを帯びて来ます。それは言語
の保存です。近年、日本言語学会でも世界中のいわ
ゆる「危機に瀕した」言語の保存のため日本の言語
学者はもっと努力するべきであると指摘しています。 
 私が研究対象の一つとしているハワイ語はハワイ
諸島固有の言語でしたが、現在では、ハワイ語で生
活している人口は数百人にまで激減したと言われて
います。近年、次の世代にハワイ語を継承するべく、
初等・中等教育をハワイ語で行う学校・学級が設置
されています。ハワイ語の記述的研究はそのような
ハワイ語の復興運動に資料を提供するという重要な
役割も持っています。 
 ハワイに住む大部分の人々の日常生活からはすっ
かり姿を消してしまったハワイ語ですが、ハワイの
伝統舞踊（「フラダンス」として知られているも
の）の中では現在でも勢いを保っています。多くの
踊りの師匠や生徒は踊りと平行してハワイ語の研鑽
も積んでいます。特に古典スタイルの踊りは非常に
格調高いハワイ語の詩に振り付けを付したものです。
このような詩はハワイの宗教・歴史など様々な伝統
文化を知るための貴重な資料であるのはもちろんで
すが、文献には残っていないような古いハワイ語を
知るための貴重なデータでもあります。ハワイ語の
研究ではこのような踊りの歌詞等の分析も重要な部
分です。 
現在は文法上及び語彙上の個々の問題の分析研究
を積み重ねている段階ですが、それを基により詳細
な文法要覧及び辞書を編纂し、ハワイ語復興運動に
提供することが研究の大きなゴールの一つです。 
 
